
調布市の目指す生涯学習社会調布市の目指す生涯学習社会

自由に学習機会が選択でき，継続的に学ぶ自由に学習機会が選択でき，継続的に学ぶ
ことができる社会ことができる社会

学習に取組む人がたくさんいる社会学習に取組む人がたくさんいる社会

学習で得た成果を活かそうとしている人，成学習で得た成果を活かそうとしている人，成
果を活かしている人がたくさんいる社会果を活かしている人がたくさんいる社会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次に『調布市の目指す生涯学習社会』ですが，調布市では生涯学習を一人ひとりが生涯にわたって学習を行うことであるとしたうえで「市民が生涯学習を行いやすい環境を整えること。それとともに，まちづくりについての学習やまちづくりへの自発的な参加を促すこと」と考えます。　　　　　　　　つまり，学習に取組む人がたくさんいる社会となることと学習で得た成果をいかそうとしている人，成果をいかしている人がたくさんいる社会となること（協働のまちづくり）を目指しています。





市長

調布市の生涯学習の推進体制調布市の生涯学習の推進体制

生涯学習推進協議会 調布市生涯学習推進本部

諮問

答申・提言

幹事会

 
・課題の具体化

・全庁への周知

指示

協議

事務局を市長部局内

 に設置

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　『調布市の生涯学習の推進体制』ですが，調布市における生涯学習社会の形成を推進するため，調布市生涯学習推進協議会を置いています。以下，協議会と申しますが，協議会は，市長の諮問に応じ，生涯学習社会の形成を達成するために必要な生涯学習事業及び生涯学習施設の在り方について検討協議し，答申することになっています。

　協議会の組織は，生涯学習について広い識見と経験を有する者のうちから市長が委嘱する委員10人以内をもって組織しています。

　一元的に横断的な視点から取り組むことが必要なため事務局を市長部局においており，調布市では，本部長を市長とし，副本部長を生活文化スポーツ部生涯学習交流推進課を所掌する副市長及び教育長と８部からなる部長を調布市生涯学習推進本部としています。



行政の役割行政の役割

市民のニーズに応じた学習の機会を提供市民のニーズに応じた学習の機会を提供

市民の自主的な学習を支援市民の自主的な学習を支援

市民の学習の成果をまちづくりに活かすこと市民の学習の成果をまちづくりに活かすこと
ができる仕組みづくりができる仕組みづくり

大学等の研究・教育機能を活かした協働のま大学等の研究・教育機能を活かした協働のま
ちづくりちづくり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　生涯学習社会の構築に向けた行政の役割は，一つには，生涯学習の重要性についての啓発を行いながら，課題に適切に対処するための組織的な学習の機会を提供すること，二つ目には，生涯学習社会の構築に向けた市民の自主的な学習を支援していくこと，三つ目には，市民の学習の成果をまちづくりにいかすことができる仕組みをつくり，更には，まちづくりに向かう市民の意欲をかきたてることと考えております。
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